
平
成
二
九
年
告
示
の
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
国
語
科
の
内
容
は
、
〔
知
識
及
び
技
能
〕
と
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
〔
知
識
及
び
技
能
〕
に
新
設
さ
れ
た
「
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
」
は
、
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と
」
「
書
く
こ
と
」
「
読
む
こ
と
」
の
各
領
域
で
意
識
的
に
扱
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
と
り
わ
け
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
指
導
、
そ
れ
も

説
明
的
文
章
の
学
習
指
導
で
扱
う
こ
と
が
中
心
と
な
る
だ
ろ
う
。

話
や
文
章
に
含
ま
れ
る
情
報
と
情
報
の
関
係
を
捉
え
た
り
、
自
分
の
も
つ
情
報
を
整
理
し
て
、
そ
の
関
係
を
明
確
に
示
し
た
り
す
る
こ

と
は
、
話
や
文
章
を
正
確
に
理
解
し
、
適
切
に
表
現
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
成
す
る
う
え
で
は
、
理

解
に
お
い
て
も
表
現
に
お
い
て
も
、
情
報
と
情
報
の
関
係
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
が
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
で

は
、
情
報
と
情
報
と
の
関
係
と
し
て
、
「
共
通
、
相
違
、
事
柄
の
順
序
」
「
考
え
と
理
由
や
事
例
、
全
体
と
中
心
」
「
原
因
と
結
果
」
と
い
っ

た
項
目
が
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
「
原
因
と
結
果
」
「
意
見
と
根
拠
」
「
具
体
と
抽
象
」
と
い
っ
た
項
目
が
挙
げ
ら
れ
、
「
話
す
こ

と
・
聞
く
こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
「
読
む
こ
と
」
の
言
語
活
動
を
通
し
て
指
導
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

一

は

じ

め

に

中
学
校
説
明
的
文
章
に
お
け
る
機
能
語
の
出
現
状
況

ｌ
「
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
」
の
指
導
を
考
え
る
た
め
に
Ｉ

松

崎

史

周
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伝
わ
る
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

説
明
的
文
章
の
学
習
指
導
に
お
い
て
は
、
教
材
文
の
内
容
や
特
質
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ら
の
関
係
の
中
か
ら
文
章
の
読
み
取
り
に
有
効

な
も
の
を
選
び
、
そ
れ
を
観
点
と
し
て
文
章
を
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
筆
者
の
考
え
や
意
見
が
ど
の

よ
う
な
理
由
や
事
例
、
根
拠
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
、
文
章
に
挙
げ
ら
れ
た
事
象
が
ど
の
よ
う
な
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
、
ど
の
よ
う
な
結

果
に
な
っ
た
の
か
を
捉
え
て
い
く
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
情
報
と
情
報
の
関
係
を
押
さ
え
な
が
ら
読
む
こ
と
で
、
文

章
の
内
容
や
要
旨
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
説
明
や
論
証
の
仕
方
と
い
っ
た
筆
者
の
論
じ
方
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
際
に
心
掛
け
た
い
こ
と
は
、
文
章
の
表
現
に
基
づ
い
て
情
報
と
情
報
の
関
係
を
捉
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
文
章
の
表
現
を
踏
ま

え
る
こ
と
な
く
情
報
と
情
報
の
関
係
を
捉
え
て
も
、
文
章
の
内
容
や
要
旨
、
筆
者
の
論
じ
方
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
に
つ
な
が
ら
ず
、
自

分
の
も
つ
情
報
を
適
切
な
形
式
を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
。
情
報
と
情
報
の
関
係
を
捉
え
な
が
ら
説
明
的
文
章

を
読
む
際
に
指
標
と
な
る
言
語
形
式
と
し
て
「
機
能
語
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
文
章
中
の
情
報
と
情
報
の
関
係
が
す
べ
て
機
能
語
に
よ
っ

て
示
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
小
・
中
学
校
国
語
教
科
書
に
お
け
る
説
明
的
文
章
の
場
合
、
機
能
語
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
度
合
い

が
高
く
、
機
能
語
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
文
章
中
の
情
報
と
情
報
の
関
係
を
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
持
つ
情
報
を
相
手
に

査
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
各
埜

に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

で
は
、
情
報
と
情
報
の
関
係
を
捉
え
な
が
ら
説
明
的
文
章
を
読
む
う
え
で
着
目
す
べ
き
機
能
語
と
は
ど
の
よ
う
な
表
現
だ
ろ
う
か
。
本

項
で
は
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
情
報
と
情
報
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
、
中
学
校
説
明
的
文
章
に
お
け
る
機
能
語
の
出
現
状
況
を
調

査
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
各
教
材
文
で
扱
う
べ
き
機
能
語
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
機
能
語
に
着
目
し
た
説
明
的
文
章
の
学
習
指
導
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（

１

）

機
能
語
と
は
「
意
味
内
容
が
希
薄
で
も
っ
ぱ
ら
一
定
の
文
法
的
機
能
を
果
た
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
」
語
で
あ
る
。
機
能
語
の
中
心
は

学
校
文
法
に
お
け
る
助
動
詞
と
助
詞
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
複
合
辞
を
含
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
複
合
辞
と
は
「
い
く
つ
か
の
語
が
複
合

（

２

）

し
て
、
全
体
と
し
て
助
動
詞
・
助
詞
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
」
で
、
「
に
違
い
な
い
」
「
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
複

合
助
動
詞
と
「
に
つ
い
て
」
「
か
ら
に
は
」
な
ど
の
複
合
助
詞
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
複
合
辞
は
、
一
般
的
な
文
章
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
語
教
科
書
に
お
け
る
説
明
的
文
章
に
も
多
用
さ
れ
て
お
り
、
文
章
内

容
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
渡
辺
（
二
○
一
七
）
は
、
国
立
国
語
研
究
所
の
寓
亀
﹈
（
現
代
日
本
語
書
き
言
葉

均
衡
コ
ー
パ
ス
）
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
国
語
教
科
書
に
お
け
る
複
合
辞
の
学
年
別
使
用
状
況
を
調
査
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
か
ら
小

学
校
中
学
年
以
降
の
国
語
教
科
書
に
お
い
て
複
合
辞
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
複
合
辞
に
着
目
す
る
こ
と
が
文
章
を
理
解
し
た
り
作
文
を
書

（

３

）

い
た
り
す
る
う
え
で
有
益
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
国
語
科
の
学
習
指
導
に
用
い
ら
れ
る
学
校
文
法
で
は
、
文
が
単
語
ご
と
に
分
割
、
品
詞
分
類
さ
れ
る
た
め
、
複
合
辞
の
持

つ
意
味
・
機
能
が
捉
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
を
捉
え
て
、
渡
辺
（
二
○
一
八
）
は
「
い
わ
ゆ
る
学
校
文
法
の
中
で
、
『
複
合
辞
』

と
い
う
概
念
は
積
極
的
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
む
ろ
ん
、
ど
の
表
現
を
重
要
な
複
合
辞
と
し
て
扱
う
べ
き
か
と
い
う
指
標
も
明
ら
か
に
な
っ

（

４

）

て
い
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。
た
だ
、
国
語
科
に
お
け
る
文
法
指
導
で
も
、
複
合
辞
を
含
め
て
文
末
で
用
い
ら
れ
る
機
能
語
を
「
文
末

（

５

）

表
現
」
と
し
て
扱
い
、
意
味
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
整
理
し
て
示
す
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
て
お
り
、
複
合
辞
が
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
だ
が
、
文
法
教
材
に
お
け
る
文
末
表
現
の
扱
い
は
縮
小
し
て
き
て
お
り
、
文
法
学
習
を
通
し
て
文
末
表
現
に
関

す
る
知
識
・
技
能
が
形
成
さ
れ
、
文
章
の
表
現
・
理
解
に
役
立
て
ら
れ
る
と
い
う
可
能
性
も
低
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
学
校
文
法
の
枠
組

二
機
能
語
と
そ
の
認
定
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み
は
守
り
つ
つ
も
、
文
法
指
導
に
お
い
て
複
合
辞
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
し
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
知
識
・
技
能
を
「
読
む
こ
と
」
や

「
書
く
こ
と
」
の
学
習
指
導
に
活
か
し
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

文
章
の
理
解
や
表
現
に
大
き
く
関
わ
る
機
能
語
と
い
え
ば
、
助
動
詞
・
助
詞
の
他
に
、
接
続
詞
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
．
助
動
詞
・

助
詞
と
同
様
に
、
接
続
詞
は
説
明
的
文
章
に
多
用
さ
れ
、
文
章
内
容
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
事
象
を

説
明
し
た
り
自
分
の
考
え
を
論
じ
た
り
す
る
際
に
、
接
続
詞
を
用
い
る
こ
と
で
文
章
を
論
理
的
に
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

接
続
詞
に
つ
い
て
は
、
副
詞
や
指
示
詞
と
の
境
界
が
問
題
と
さ
れ
る
が
、
石
黒
（
二
○
○
八
）
は
接
続
詞
を
「
独
立
し
た
先
行
文
脈
の

（

６

）

内
容
を
受
け
な
お
し
、
後
続
文
脈
の
展
開
の
方
向
性
を
示
す
表
現
」
と
し
、
一
般
に
副
詞
・
指
示
詞
と
さ
れ
る
も
の
で
も
こ
の
定
義
に
当

て
は
ま
る
表
現
は
接
続
詞
に
分
類
し
て
い
る
。
本
稿
も
こ
の
定
義
に
従
い
つ
つ
、
複
合
辞
の
観
点
も
加
味
し
な
が
ら
接
続
詞
を
認
定
し
て

い
く
が
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
従
来
は
副
詞
と
さ
れ
て
き
た
「
た
だ
」
「
む
し
ろ
」
、
連
語
と
さ
れ
て
き
た
「
こ
の
よ
う
に
」
「
そ
う
す
る

と
」
な
ど
を
接
続
詞
と
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
文
章
の
展
開
が
捉
え
や
す
く
、
文
章
を
論
理
的
に
構
成
し
や
す
く
な
っ
て
く
る
。
学
校

文
法
の
枠
組
み
は
守
り
つ
つ
も
、
文
中
で
の
機
能
を
重
視
し
て
接
続
詞
を
認
定
し
て
い
く
こ
と
で
、
接
続
詞
に
関
す
る
知
識
・
技
能
が

「
読
む
こ
と
」
や
「
書
く
こ
と
」
の
学
習
指
導
に
活
か
さ
れ
て
い
く
も
の
と
期
待
で
き
る
。

中
学
校
説
明
的
文
章
に
お
け
る
機
能
語
の
出
現
状
況
を
調
査
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
教
育
出
版
中
学
校
国
語
教
科
書
（
平
成
二
八
年

（

７

）

度
用
）
を
使
用
す
る
。
本
教
科
書
に
は
、
説
明
的
文
章
が
第
一
・
二
学
年
そ
れ
ぞ
れ
に
四
教
材
、
第
三
学
年
に
三
教
材
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
う
ち
本
稿
が
調
査
対
象
と
す
る
の
は
以
下
の
六
つ
の
教
材
文
で
あ
る
。

中
一
・
．
「
笑
顔
と
い
う
魔
法
」
（
池
谷
裕
二
・
説
明
文
）
、
「
花
の
形
に
秘
め
ら
れ
た
ふ
し
ぎ
」
（
中
村
匡
男
・
説
明
文
）

三
調
査
の
対
象
と
項
目
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言
い
換
え
・
例
示
・
・
つ
ま
り
、
す
な
わ
ち
、
要
す
る
に
、
例
え
ば
、
い
わ
ば

総
括
・
・
こ
の
よ
う
に
、
以
上
の
よ
う
に
、
こ
う
し
て

（

Ⅱ

）

調
査
に
際
し
て
は
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
や
接
続
表
現
と
い
っ
た
機
能
語
が
抽
出
で
き
る
よ
う
に
中
・
長
単
位
解
析
シ
ー
ル
９
日
昌
目
を
利

（

肥

）

用
し
て
文
章
解
析
を
行
い
、
解
析
の
誤
り
や
語
認
定
の
不
備
な
ど
を
修
正
し
た
う
え
で
教
材
文
か
ら
機
能
語
を
抽
出
し
、
教
材
ご
と
に
機

中
二
・
．
「
日
本
の
花
火
の
楽
し
み
」
（
小
野
里
公
成
・
説
明
文
）
、
「
学
ぶ
力
」
（
内
田
樹
・
評
論
文
）

中
三
・
．
「
「
新
し
い
博
物
学
」
の
時
代
」
（
池
内
了
・
評
論
文
）
、
「
文
化
と
し
て
の
科
学
技
術
」
（
毛
利
衛
・
論
説
文
）

ま
た
、
調
査
項
目
の
表
現
は
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
情
報
と
情
報
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
、
「
判
断
」
「
評
価
」
「
説
明
」
を
表

（

８

）

（

９

）

す
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
「
原
因
・
理
由
」
「
言
い
換
え
・
例
示
」
「
総
括
」
を
表
す
接
続
表
現
と
す
る
。
こ
の
う
ち
「
判
断
」
「
評
価
」
を
表
す

モ
ダ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
第
一
・
二
学
年
で
扱
う
「
意
見
と
根
拠
の
関
係
」
の
う
ち
「
意
見
」
を
示
す
表
現
と
し
て
、
「
原
因
」
「
総
括
」

を
表
す
接
続
表
現
に
つ
い
て
は
、
第
一
学
年
で
扱
う
「
原
因
と
結
果
の
関
係
」
を
示
す
表
現
と
し
て
、
「
言
い
換
え
・
例
示
」
を
表
す
接

続
表
現
に
つ
い
て
は
、
第
二
・
三
学
年
で
扱
う
「
具
体
と
抽
象
の
関
係
」
を
示
す
表
現
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

（

、

）

な
お
、
調
査
項
目
の
具
体
的
な
表
現
は
、
庵
・
高
梨
・
中
西
・
山
田
（
二
○
○
○
・
二
○
○
二
に
挙
げ
ら
れ
た
表
現
の
う
ち
、
調
査

対
象
の
説
明
的
文
章
に
見
ら
れ
た
以
下
の
表
現
と
し
た
。

判
断
・
・
だ
ろ
う
（
で
し
ょ
う
）
、
と
思
う
、
と
思
え
る
（
よ
う
に
思
え
る
）
、
と
考
え
る
、
と
考
え
ら
れ
る
（
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
、

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
）
、
の
で
は
な
い
か
、
は
ず
だ
、
よ
う
だ
、
そ
う
だ

評
価
・
・
べ
き
だ
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
必
要
が
あ
る
（
こ
と
が
必
要
だ
）
、
て
も
い
い
、
必
要
は
な
い
、
て
は
い
け
な
い

説
明
・
・
の
だ
（
の
で
す
、
の
だ
ろ
う
、
の
で
し
ょ
う
）
、
わ
け
だ
、
も
の
だ

原
因
・
理
由
・
・
か
ら
〔
文
中
〕
、
の
で
、
た
め
（
た
め
に
）
〔
文
中
〕
、
お
か
げ
で
、
て
、
だ
か
ら
、
そ
こ
で
、
そ
の
結
果
、
ゆ
え
に
、

評
価
・
・
べ
き
率

説
明
・
・
の
だ

原
因
・
理
由
．

よ

っ

て
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能
語
の
出
現
状
況
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

調
査
対
象
の
教
材
文
を
長
単
位
で
解
析
・
集
計

（

卿

）

し
た
結
果
、
各
教
材
文
の
総
語
数
と
品
詞
別
の
語

数
・
割
合
は
表
ｌ
の
よ
う
に
な
っ
た
。

総
語
数
に
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
各
教
材
文
と

も
各
品
詞
の
割
合
は
お
お
む
ね
似
通
っ
て
お
り
、

中
学
校
説
明
的
文
章
を
形
成
す
る
語
の
傾
向
が
わ

か
る
。本

稿
で
調
査
す
る
機
能
語
の
う
ち
、
「
判
断
」

「
評
価
」
「
説
明
」
を
表
す
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
「
助
動

詞
」
に
、
接
続
表
現
は
「
原
因
・
理
由
」
「
言
い
換

え
・
例
示
」
「
総
括
」
を
表
す
接
続
表
現
は
「
接
続

詞
」
お
よ
び
「
助
詞
』
に
分
類
さ
れ
る
が
、
い
ず

れ
の
品
詞
も
教
材
文
間
で
の
大
き
な
異
な
り
は
な

い
。
調
査
対
象
の
六
つ
の
教
材
文
で
、
助
動
詞
は

全
体
の
Ｍ
％
を
占
め
、
動
詞
の
出
現
割
合
と
同
率

四
調
査
の
結
果

各教材文の総語数と品詞別語数・割合表1

花の形 花火 学ぶ力博物学 科学 計／平均笑顔

966

(14%)
１

４

％

Ｍ

３
１１

245

(15%)

174

(15%)
１

２

％

Ｍ

旧~
ｊ

１

％

焔

６
１１１

０

％

Ⅲ

５
１１動詞

ｊ

３

％

１

１

~

121

(2％）
ｊ

３

％

２

１
く

18

(2％）
ｊ

５

％

２

２
く１

０

％

２

３~
１

２

％

２

２
１形容詞

127

(2％）
ｊ

８

％

３

２
く

21

(2％）
１

０

％

３

３
１

18

(2％）
１

８

％
ｌく ｊ

岨

％
ｌく形容動詞

294

(26％）

1937

(29％）

433

(26％）

358

(31%)

336

(31%)

323

(31%)

193

(29％）
名詞

19

(2％）
１

７

％

３

３
１ｊ

９

％

４

３
く

164

(2％）
１

８

％

２

３
１

19

(2％）

12

(2％）
副詞

１

２

％

１

１Ｉ １

３

％

１

１１１

５

％

３

２
く

104

(2％）
１

０

％

２

２
１ １

３

％

１

１１

l1

(2％）
連体詞

18

(2％）

77

(1%)
ｊ

８

％

１

１

~

11

(1%)
ｊ

０

％

１

１
１ｊ

７

％
ｌく １

３

％

１

１く接続詞

O

(0％）

2

(0％）

2

(0％）

0

(0％）

0

(0％）

0

(0%)

0

(0%)
感動詞

１

４

％

８

６

１

１~
ｊ

７

％

略

６
１~

94

(9％）

251

(15%)

954

(14%)
ｊ

鯛
班

１

１

~
ｊ

５

％

Ｂ

２
１~

助動詞

2266

(34％）

543

(33％）

375

(33％）

377

(33％）

214

(32％）

383

(35％）

374

(36％）
助詞

11361637 1149 6718総語数 1091 1037668
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表2 「判断」を表すモダリティの出現状況

中l

笑顔 花の形

2

中2 中3
計

花火

I

2

力ぶ

２

４

学 博物学

2

科学

1だろう

と思う

と思える

と考える

と考えられる

のではないか

はずだ

ようだ

そうだ

８

６

１

１

５

２

２

６

１

妃

I

1

3 1 1

２

１

１

１

６

１

１3 1

7 3 3 9 4

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
接
続
詞
は
全
体
の
１
％
で
、
各
教
材
文
と
も
接
続
詞
の
出
現

は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
「
原
因
・
理
由
」
を
表
す
接
続
表
現
の
中

に
は
「
接
続
助
詞
」
に
分
類
さ
れ
る
語
が
あ
る
が
、
接
続
助
詞
が
占
め
る
割
合
は
助
詞

全
体
の
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
調
査
項
目
の
機
能
語
を
抽
出
・
集
計
し
た
結
果
、
各
教
材
文
に
お
け
る
機
能

語
の
出
現
数
は
表
２
〜
６
の
よ
う
に
な
っ
た
。

「
判
断
」
を
表
す
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
う
ち
、
最
も
多
く
見
ら
れ
た
の
は
「
だ
ろ
う
（
で

し
ょ
う
）
」
（
８
例
）
で
、
中
一
「
笑
顔
と
い
う
魔
法
」
を
除
い
て
、
各
教
材
文
に
出
現

し
て
い
る
。
教
材
文
の
文
体
に
よ
っ
て
普
通
体
の
「
だ
ろ
う
」
と
丁
寧
体
の
「
で
し
ょ

う
」
に
分
か
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
筆
者
の
判
断
を
示
す
形
式
と
し
て
中
学
校
説
明
的
文

章
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

次
い
で
多
く
見
ら
れ
た
の
は
、
「
と
思
う
」
（
６
例
）
、
「
よ
う
だ
」
（
６
例
）
で
あ
る
。

「
と
思
う
」
は
中
二
「
学
ぶ
力
」
に
４
例
、
「
よ
う
だ
」
は
中
一
「
笑
顔
と
い
う
魔
法
」

に
３
例
と
、
特
定
の
教
材
文
に
ま
と
ま
っ
て
出
現
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
教
材
文
を
読

み
解
く
う
え
で
の
指
標
形
式
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
六
つ
の
教
材
文
の
う
ち
、
「
判
断
」
を
表
す
モ
ダ
リ
テ
ィ
が
最
も
多
く
見
ら

れ
た
の
は
、
中
二
「
学
ぶ
力
」
（
９
例
）
で
あ
る
。
「
学
ぶ
力
」
に
は
、
「
と
思
う
」
を

始
め
と
し
て
、
「
だ
ろ
う
」
「
と
考
え
る
」
「
は
ず
だ
」
「
よ
う
だ
」
が
見
ら
れ
、
筆
者
の

判
断
が
様
々
な
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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表3 「評価」を表すモダリティの出現状況

中1 中2 中3

笑顔 花の形 花火 学ぶ力 博物学 科学

5

1 1 2 1

1 2

2

1

3 1 12 1 3

表4 「説明」を表すモダリティの出現状況

計

5

5

5

2

2

2

21

べきだ

なければならない

必要がある

てもいい

必要はない

てはいけない

中I 中2 中3
計

“

２

１

笑顔

6

1

1

花の形

7

趣
５

学ぶ力

9

博物学

7

1

科学

I0のだ

わけだ

ものだ

次
い
で
、
中
一
「
笑
顔
と
い
う
魔
法
」
（
７
例
）
、
中
三
「
文
化
と
し
て
の
科
学

技
術
」
（
６
例
）
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
「
笑
顔
と
い
う
魔
法
」
に
は
「
よ
う
だ
」

「
と
考
え
ら
れ
る
」
が
文
章
中
に
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
表
現

が
筆
者
の
考
え
を
読
み
取
る
た
め
の
指
標
形
式
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

》
〈
》
Ｏ

『
評
価
」
を
表
す
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
う
ち
、
多
く
見
ら
れ
た
の
は
、
「
べ
き
だ
」

「
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
必
要
が
あ
る
」
で
あ
る
が
（
５
例
）
、
こ
の
う
ち
「
べ

き
だ
」
は
中
二
「
学
ぶ
力
」
に
５
例
と
ま
と
ま
っ
て
出
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
六

つ
の
教
材
文
の
う
ち
、
「
評
価
」
を
表
す
モ
ダ
リ
テ
ィ
が
最
も
多
く
見
ら
れ
た
の

も
、
中
二
「
学
ぶ
力
」
（
肥
例
）
で
、
判
断
と
同
様
に
、
様
々
な
モ
ダ
リ
テ
ィ
を

用
い
て
筆
者
の
評
価
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
説
明
」
を
表
す
モ
ダ
リ
テ
ィ
で
は
、
各
教
材
文
と
も
「
の
だ
」
が
多
く
出
現

し
て
お
り
、
そ
の
数
は
他
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
理
由

づ
け
や
言
い
換
え
、
要
約
な
ど
を
行
い
な
が
ら
前
述
の
内
容
と
関
連
づ
け
、
文
章

を
ま
と
め
て
い
く
形
式
と
し
て
、
中
学
校
説
明
的
文
章
で
は
一
般
的
に
用
い
ら
れ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
「
判
断
」
「
評
価
」
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
組
み
合
わ
さ
っ
て
用

い
ら
れ
て
い
た
り
、
「
換
言
」
「
総
括
」
の
接
続
表
現
を
含
む
文
に
用
い
ら
れ
て
い

た
り
し
て
お
り
、
言
い
換
え
や
要
約
を
表
す
「
の
だ
」
は
筆
者
の
考
え
を
読
み
取

る
た
め
の
指
標
形
式
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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表5 「原因・理由」を表す接続表現

中I 中2 中3
計
９
９
６
１
２
２
２
１
１
１
剥

》
４

花の形

1

3

1

1

花火 学ぶ力

I

2

博物学 群
３
２
１

から

ので

ため（に）

おかげで

て

だから

そこで

その結果

ゆえに

よって

1

2

1

2

2

１

１

1

１

１

1

4

1

9 84 4 5

表6 「換言・例示・総括」を表す接続表現

中1 中2 中3

笑顔 花の形 花火 学ぶ力 博物学 科学

3 1

1

2

I 1

2

4 2 2 2 2 2

計

４

１

４

３

２

Ｍ

つまり

すなわち

例えば

このように

こうして

「
原
因
・
理
由
」
を
表
す
接
続
表
現
の
う
ち
、
多

く
見
ら
れ
た
の
は
「
か
ら
」
（
９
例
）
、
「
の
で
」
（
９

例
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
六
つ
の
教
材
文
の
う
ち

「
原
因
・
理
由
」
を
表
す
接
続
表
現
が
多
く
見
ら
れ
た

の
は
、
中
一
「
花
の
形
に
秘
め
ら
れ
た
ふ
し
ぎ
」
（
９

例
）
、
中
三
「
文
化
と
し
て
の
科
学
技
術
」
（
８
例
）

で
あ
っ
た
。

「
換
言
・
例
示
・
総
括
」
を
表
す
接
続
表
現
で
は
、

「
換
言
」
を
表
す
「
つ
ま
り
」
が
中
一
「
笑
顔
と
い
う

魔
法
」
に
３
例
と
ま
と
ま
っ
て
出
現
し
て
い
る
。
ま

た
、
六
つ
の
教
材
文
の
う
ち
「
換
言
・
例
示
・
総
括
」

を
表
す
接
続
表
現
が
多
く
見
ら
れ
た
の
も
、
「
笑
顔
と

い
う
魔
法
」
（
４
例
）
で
あ
っ
た
。
「
笑
顔
と
い
う
魔

法
」
で
は
「
つ
ま
り
」
が
筆
者
の
考
え
を
読
み
取
る

た
め
の
指
標
形
式
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

》
（
》
。
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中
学
校
説
明
的
文
章
に
お
け
る
機
能
語
の
出
現
状
況
を
見
て
き
た
が
、
各
教
材
文
で
扱
う
べ
き
機
能
語
と
は
ど
の
よ
う
な
語
だ
ろ
う
か
。

機
能
語
の
出
現
が
特
徴
的
な
二
つ
の
教
材
文
を
取
り
上
げ
、
機
能
語
の
出
現
状
況
か
ら
各
教
材
文
で
扱
う
べ
き
機
能
語
を
示
し
て
い
く
。

○
中
一
「
笑
顔
と
い
う
魔
法
」

笑
顔
の
効
用
を
実
験
や
考
察
に
基
づ
い
て
説
明
し
た
文
章
で
あ
る
。
「
問
い
ｌ
答
え
」
の
関
係
を
中
心
に
し
て
文
章
が
展
開
さ
れ
て
お

り
、
疑
問
形
式
を
用
い
て
「
問
い
」
を
提
示
し
、
そ
の
「
問
い
」
に
関
わ
る
事
実
を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
を
「
答
え
」

と
し
て
述
べ
て
い
る
。

実
験
時
の
表
情
の
実
際
（
事
実
）
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
が
、
「
つ
ま
り
」
「
の
だ
」
を
用
い
る
こ
と
で
、
前
述
の
内
容
を
言
い
換
え
、
結

く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て

ま
す
。
ペ
ン
を
横
に
く
わ
え
た
と
き
、
顔
の
筋

は
、
沈
ん
だ
表
情
と
似
て
い
ま
す
。
内
凰
刷
閨

顔
の
筋

五
各
教
材
文
で
扱
う
べ
き
機
能
語

て
く
だ
さ
い
。

同
じ
漫
画
を
読
ん
で
い
る
の
に
、

笑
顔
に
似
た
表
情
を
作
る
だ
け
で
、
効
果
が
あ
る
一
と
考
え
ら
れ
る

い
る
一
の
で
す
一
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
実
験
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
一
の
で
し
ょ
う
空
。

肉
の
使
い
方
は
、
笑
顔
を
作
る
と
き
と
似
て
い
ま
す
。

こ
の
実
験
結
果
は
、
笑
顔
に
似
た
表
情
を
作
り
な
が
ら
漫
画
を
読
む
と
お
も
し
る

た
だ
し
、
笑
顔
を
ま
ね
る
だ
け
で
、
決
し
て
笑
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
注
意
し

｜
わ
け
で
す
禿

（
『
伝
え
合
う
言
葉
中
学
国
語
ｌ
』
三
六
頁
）

謎
を
解
く
鍵
は
表
情
に
あ
り

ペ
ン
を
縦
に
く
わ
え
た
と
き
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複
数
の
実
験
で
は
な
く
、
単
一
の
実
験
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
の
た
め
か
、
推
定
の
「
よ
う
だ
」
を
用
い
て
慎
重
に
述
べ
て
い
る
も
の
の
、

実
験
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
が
「
つ
ま
り
」
「
の
だ
」
を
用
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本
教
材
文
に
は
「
つ
ま
り
」
と
「
の
だ
」

が
セ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
て
い
る
部
分
が
三
箇
所
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
箇
所
も
前
述
の
内
容
を
言
い
換
え
、
要
約
す
る
こ
と
で
段
落
の

統
括
を
行
い
、
段
落
の
内
容
に
ま
と
ま
り
を
付
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
教
材
で
は
「
判
断
」
を
表
す
「
よ
う
だ
」
「
と
考
え
ら
れ
る
」
、
「
換
言
」
を
表
す
「
つ
ま
り
」
、
「
説
明
」
を
表
す

（

脚

）

「
の
だ
」
が
効
果
的
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
語
が
授
業
で
扱
う
べ
き
機
能
語
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
機
能
語
に
着
目

す
る
こ
と
で
、
本
文
の
要
旨
が
捉
え
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、
実
験
や
考
察
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
ま
と
め
な
が
ら
笑
顔
の
効
用
を
説
明

し
て
い
く
筆
者
の
論
じ
方
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

論
づ
け
る
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
「
と
考
え
ら
れ
る
」
を
用
い
て
、
笑
顔
に
似
た
表
情
で
も
楽
し
さ
や
面
白
さ
を
認
識
す

る
効
果
が
あ
る
と
い
う
筆
者
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
わ
け
だ
」
は
前
文
の
内
容
の
言
い
換
え
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
実
験
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
も
「
つ
ま
り
」
「
の
だ
」
を
用
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。

悲
し
い
単
語
を
「
悲
し
い
単
語
だ
」
と
判
断
す
る
時
間
よ
り
も
短
く
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ロ
目
閤
山
、

か
り
ま
し
た
。
扁
隆
愉
咲

お
い
し
い
、
死
、
親
切
、
褒
め
る
、
負
け
る
、
笑
う
、
失
敗
、
暗
闇
、
遊
園
地
…
…

こ
れ
ら
の
単
語
が
「
楽
し
い
」
と
「
悲
し
い
」
の
ど
ち
ら
の
感
情
に
属
す
る
か
を
、
前
の
実
験
と
同
じ
よ
う
な
方
法
で
分
類
し
て

み
ま
し
た
。
実
験
の
結
果
、
ペ
ン
を
横
に
く
わ
え
て
い
る
と
、
楽
し
い
単
語
を
「
楽
し
い
単
語
だ
」
と
判
断
す
る
ま
で
の
時
間
が
、

の
を
見
い
だ
す
能
力
を
高
め
て
く
れ
る
一
よ
う
な
一

團
。

笑
顔
は
楽
し
い
も

（
『
伝
え
合
う
言
葉
中
学
国
語
ｌ
』
三
七
頁
）
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○
中
二
「
学
ぶ
力
」

学
ぶ
力
に
関
す
る
筆
者
の
意
見
が
「
べ
き
だ
」
「
の
だ
」
を
用
い
て
示
し
つ
つ
も
、
「
と
思
う
」
「
で
は
な
い
か
」
を
用
い
て
断
定
を
回

避
す
る
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
機
能
語
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
筆
者
の
意
見
が
押
さ
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
思
索
を
重
ね
な
が

ら
意
見
を
述
べ
て
い
く
筆
者
の
論
じ
方
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
本
教
材
に
は
、
読
み
手
の
納
得
が
得
や
す
い
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
れ
を
引
き
合
い
に
し
て
筆
者
の
意
見
を
述
べ
て
い
る

部
分
が
二
箇
所
見
ら
れ
る
。

学
ぶ
力
と
は
何
か
を
論
じ
た
評
論
文
で
あ
る
が
、
筆
者
の
意
見
は
「
判
断
」
を
表
す
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
用
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。

で
し
ょ
う
か
一
・
そ
し
て
、

｜
と
思
い
ま
す
。

ら
い
集
中
し
、
夢
中
に
な
れ
る
か
、
そ
の
強
度
や
深
度
を
評
す
る
た
め
に
こ
そ
「
学
力
」

私
は
学
力
を
「
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
力
」
、
「
学
べ
る
力
」
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
閻
圃
“
こ
こ
に
「
消
化
力
」
が
強
い
人
が
い
る
と
し
ま
し
ょ
う
。
ご
飯
を
お
な
か
い
つ
ぱ
い
に
詰
め
込
ん
で
も
、
食
休
み

も
し
な
い
で
、
す
ぐ
に
次
の
活
動
に
取
り
か
か
れ
る
人
は
ま
ち
が
い
な
く
「
消
化
力
が
強
い
」
と
い
え
ま
す
。
「
消
化
力
が
強
い
で

す
。
」
と
人
に
も
自
慢
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
点
数
化
し
て
他
人
と
比
べ
た
り
し
よ
う
と
は
し
な
い
は
ず
で
す
。
《
中
略
》

と
比
較
し
た
り
、
順
位
を
つ
け
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。

「
学
ぶ
力
」
は
他
人
と
比
べ
る
も
の
で
は
な
く
、

~

そ
れ
は
消
化
力
や
睡
眠
力
と
同
じ
よ
う
に
、
「
昨
日
の
自
分
と
比
べ
た
と
き
」
の
変
化
が
問
題
な

個
人
的
な
も
の
だ
一
と
思
い
ま
す
。

私
は
そ
う
思
い
ま
す
。

（
『
伝
え
合
う
言
葉
中
学
国
語
２
』
一
七
九
頁
）

「
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
ど
れ
く

と
い
う
言
葉
を
用
刺
引
馴
同
閏
】

数
値
と
し
て
示
し
て
、
他
人 層図
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以
上
、
中
学
校
説
明
的
文
章
に
お
け
る
機
能
語
の
出
現
状
況
と
各
教
材
文
で
扱
う
べ
き
機
能
語
を
見
て
き
た
が
、
最
後
に
機
能
語
に
着

目
し
た
説
明
的
文
章
の
学
習
指
導
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

機
能
語
に
着
目
し
た
学
習
指
導
と
い
っ
て
も
、
文
章
に
見
ら
れ
る
機
能
語
を
す
べ
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
当
該
教
材
文
を
特
徴
付
け
る

機
能
語
に
限
っ
て
取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
他
の
教
材
文
に
比
べ
て
出
現
数
が
多
く
、
文
章
に
述
べ
ら
れ
た
事
象
の
仕
組
み
や
筆
者
の

考
え
の
把
握
に
つ
な
が
る
機
能
語
が
取
り
上
げ
る
べ
き
語
句
と
な
る
。
中
一
「
笑
顔
と
い
う
魔
法
」
で
あ
れ
ば
「
よ
う
だ
」
「
と
考
え
ら

れ
る
」
「
つ
ま
り
」
「
の
だ
」
、
中
二
「
学
ぶ
力
」
で
あ
れ
ば
「
と
思
う
」
「
べ
き
だ
」
「
例
え
ば
」
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。

ま
た
、
こ
う
し
て
選
定
し
た
機
能
語
が
当
該
学
年
で
指
導
す
べ
き
情
報
と
情
報
の
関
係
の
把
握
に
関
わ
り
、
情
報
の
扱
い
方
の
学
習
指

導
に
つ
な
が
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
見
る
と
、
中
一
「
笑
顔
と
い
う
魔
法
」
に
お
け
る
「
よ
う
だ
」
「
と
考
え
ら
れ

「
例
え
ば
」
を
用
い
て
「
消
化
力
」
や
「
睡
眠
力
」
、
「
自
然
治
癒
力
」
と
い
っ
た
読
み
手
に
と
っ
て
身
近
な
例
を
挙
げ
る
こ
と
で
、
学

力
に
関
す
る
筆
者
の
意
見
が
読
み
手
に
理
解
さ
れ
、
納
得
さ
れ
や
す
い
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
教
材
で
は
「
判
断
」
を
表
す
「
と
思
う
」
、
「
評
価
」
を
表
す
「
べ
き
だ
」
、
「
例
示
」
を
表
す
「
例
え
ば
」
な
ど
の
使

（

胴

）

用
が
特
徴
的
が
効
果
的
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
語
が
授
業
で
扱
う
べ
き
機
能
語
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
機
能
語
に
着

目
す
る
こ
と
で
、
筆
者
の
意
見
が
捉
え
や
す
く
な
る
と
共
に
、
思
索
を
重
ね
な
が
ら
論
を
進
め
、
身
近
な
例
を
引
き
合
い
に
し
な
が
ら
読

み
手
の
納
得
を
得
て
い
く
筆
者
の
論
じ
方
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
機
能
語
に
着
目
し
た
説
明
的
文
章
の
学
習
指
導

私
は
「
学
力
」
も
そ
う
い
う
能
力
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

（
『
伝
え
合
う
言
葉
中
学
国
語
２
』
一
七
九
頁
）
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る
」
「
つ
ま
り
」
「
の
だ
」
や
、
中
二
「
学
ぶ
力
」
に
お
け
る
「
と
思
う
」
「
べ
き
だ
」
「
必
要
が
あ
る
」
は
、
「
意
見
と
根
拠
の
関
係
」
の

う
ち
「
意
見
」
の
把
握
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
今
回
調
査
し
た
説
明
的
文
章
は
平
成
二
○
年
告
示
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し

た
平
成
二
八
年
度
版
教
科
書
で
あ
り
、
平
成
二
九
年
告
示
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
情
報
と
情
報
の
関
係
を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
い
。

新
教
科
書
に
お
け
る
説
明
的
文
章
が
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
情
報
と
情
報
の
関
係
と
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
そ
れ
に
関
わ
る
機
能
語

と
し
て
ど
の
よ
う
な
語
句
が
選
定
で
き
る
か
を
見
て
い
く
こ
と
が
今
後
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
情
報
が
教
科
書
の
学

（

肥

）

習
の
手
引
き
や
指
導
資
料
な
ど
に
記
載
さ
れ
、
学
習
指
導
の
参
考
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、
学
習
指
導
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
先
に
着
目
す
る
機
能
語
を
指
定
し
、
そ
れ
を
指
標
と
し
て
情
報
と
情
報
の
関
係
を
捉
え
て
い

く
形
も
考
え
ら
れ
る
が
、
情
報
と
情
報
の
関
係
を
押
さ
え
な
が
ら
事
象
の
説
明
や
筆
者
の
考
え
を
捉
え
て
い
く
中
で
機
能
語
の
働
き
に
気

づ
か
せ
て
い
く
形
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
。
前
者
は
形
式
に
着
目
し
て
読
む
の
で
文
章
内
容
を
捉
え
や
す
い
が
、
筆
者
の
論
じ
方
ま
で
は
捉

え
に
く
い
。
一
方
、
後
者
は
文
章
内
容
に
加
え
て
文
章
展
開
や
筆
者
の
論
じ
方
も
踏
ま
え
て
機
能
語
の
働
き
を
見
て
い
く
の
で
、
実
際
に

文
章
を
書
く
際
に
文
章
展
開
や
論
じ
方
と
関
連
付
け
な
が
ら
機
能
語
を
使
用
す
る
技
能
も
養
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
学
習

指
導
を
行
う
こ
と
で
、
説
明
的
文
章
の
「
読
む
こ
と
」
指
導
の
中
で
情
報
と
情
報
の
関
係
を
系
統
的
に
扱
う
こ
と
が
で
き
、
文
章
内
容
の

把
握
だ
け
で
な
く
筆
者
の
論
じ
方
の
把
握
と
評
価
を
も
可
能
と
し
、
論
理
的
に
文
章
を
構
成
す
る
能
力
の
育
成
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
〔
知
識
及
び
技
能
〕
と
し
て
「
情
報
の
扱
い
方
」
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
文
章
の
内
容
を
読
む
こ
と
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、

文
章
の
内
容
と
形
式
を
関
連
付
け
て
読
む
こ
と
が
、
説
明
的
文
章
の
学
習
指
導
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と
改
め
て
確
認
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

今
後
は
、
他
社
教
科
書
や
新
教
科
書
の
説
明
的
文
章
に
お
け
る
機
能
語
の
出
現
状
況
を
調
査
し
て
、
情
報
と
情
報
の
関
係
と
関
連
付
け

な
が
ら
学
年
段
階
別
に
取
り
上
げ
る
べ
き
機
能
語
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
機
能
語
に
着
目
し
た
情
報
の
扱
い
方
の
学
習
指
導
の
実
際
を

具
体
的
に
示
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
説
明
的
文
章
の
学
習
指
導
に
お
け
る
情
報
の
扱
い
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
を
論
理
的
な
文
章
を
書
く

学
習
指
導
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く
か
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
示
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
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へ

10
ー

へ

9
…

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

へ

4
ー

（
１
）
日
本
語
学
会
編
（

（
２
）
同
右
、
七
九
○
頁

（
３
）
渡
辺
由
貴
（
二
、

渡
辺
由
貴
（
二
○（

一
七
）
「
国
。
。
重
﹈
国
語
教
科
書
デ
ー
タ
に
お
け
る
複
合
辞
の
学
年
別
使
用
状
況
ｌ
国
語
教
育
で
の
指
導
の
可

能
性
ｌ
」
『
早
稲
田
日
本
語
研
究
』
第
二
六
号
、
一
〜
一
二
頁

渡
辺
由
貴
（
二
○
一
八
）
団
ｎ
ｏ
君
﹈
教
科
書
デ
ー
タ
に
お
け
る
複
合
辞
の
教
科
別
使
用
状
況
ｌ
国
語
教
育
を
視
野
に
ｌ
」
『
国
立

国
語
研
究
所
論
集
』
第
一
五
号
、
一
九
五
頁

山
室
和
也
（
二
○
○
八
）
『
文
法
教
育
に
お
け
る
構
文
的
内
容
の
取
り
扱
い
の
研
究
』
渓
水
社
、
一
二
八
〜
一
四
七
頁

石
黒
圭
（
二
○
○
八
）
『
文
章
は
接
続
詞
で
決
ま
る
』
光
文
社
、
二
七
頁

教
育
出
版
『
伝
え
合
う
言
葉
中
学
国
語
』
平
成
二
八
年
度
版

話
し
手
が
事
柄
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う
に
述
べ
る
の
か
を
表
す
表
現
の
こ
と
。
（
庵
功
雄
・
高
梨
信
乃
・
中
西
久
美
子
・

山
田
敏
弘
（
二
○
○
○
）
『
初
級
を
教
え
る
人
の
た
め
の
日
本
語
文
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
一
七
五

頁
）
「
よ
う
だ
」
「
ら
し
い
」
や
『
ね
」
「
よ
」
の
よ
う
に
単
独
の
助
動
詞
・
助
詞
で
構
成
さ
れ
る
表
現
の
他
に
、
「
と
思
う
」
「
か

も
し
れ
な
い
」
「
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
よ
う
に
複
合
辞
に
相
当
す
る
表
現
も
含
む
。

先
行
部
と
後
続
部
の
意
味
的
関
係
を
示
す
表
現
の
総
称
。
接
続
表
現
と
い
う
名
称
を
用
い
る
の
は
、
接
続
詞
と
接
続
助
詞
を
一
括

し
、
接
続
詞
相
当
の
語
結
合
を
含
め
、
連
文
的
な
機
能
を
持
つ
副
詞
的
・
指
示
詞
的
な
表
現
を
含
む
た
め
で
あ
る
。
（
日
本
語
学

会
編
（
二
○
一
八
）
『
日
本
語
学
大
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
五
六
九
〜
五
七
一
頁
）

前
掲
（
８
）
、
お
よ
び
庵
功
雄
・
高
梨
信
乃
・
中
西
久
美
子
・
山
田
敏
弘
（
二
○
○
二
『
中
上
級
を
教
え
る
人
の
た
め
の
日
本
語

文
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ

洋
一

二
○
一
八
）

『
日
本
語
学
大
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
二
一
頁
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（
旧
）
品
詞
別
の
集
計
に
あ
た
っ
て
は
、
国
語
科
教
育
へ
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
、
学
校
文
法
に
準
拠
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。

（
Ｍ
）
本
教
材
で
は
、
学
習
の
手
引
き
に
当
た
る
「
み
ち
し
る
べ
」
に
お
い
て
、
読
者
を
説
得
す
る
た
め
の
筆
者
の
工
夫
と
し
て
「
つ
ま

り
」
司
の
で
す
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
し
、
こ
れ
ら
の
表
現
に
着
目
し
て
読
む
こ
と
で
文
章
に
書
か
れ
た
内
容
を
捉
え
る
手
が

か
り
が
発
見
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
し
て
い
る
。
言
伝
え
合
う
言
葉
中
学
国
語
ｌ
』
三
九
〜
四
○
頁
）

（
脂
）
本
教
材
で
は
、
「
み
ち
し
る
べ
」
に
お
い
て
、
「
例
え
ば
」
「
逆
に
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
印
を
付
け
、
こ
れ
ら
の
語
が
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
考
え
る
よ
う
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
『
伝
え
合
う
言
葉
中
学
国
語
２
』
一
八
四
頁
）

（
略
）
本
稿
の
調
査
対
象
で
あ
る
教
育
出
版
中
学
校
国
語
教
科
書
『
伝
え
合
う
言
葉
中
学
国
語
』
に
関
し
て
は
、
学
習
の
手
引
き
に
お
い

て
教
材
文
を
読
む
う
え
で
着
目
す
べ
き
表
現
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
一
「
花
の
形
に
秘
め
ら
れ
た
ふ
し
ぎ
」
で
は
「
こ
の
」

「
こ
う
し
た
」
「
こ
の
よ
う
に
」
、
中
二
「
日
本
の
花
火
の
楽
し
み
」
で
は
「
の
だ
ろ
う
か
」
「
と
思
う
」
「
と
い
う
」
「
の
だ
」
、
中

三
「
「
新
し
い
博
物
学
」
の
時
代
」
で
は
「
や
が
て
」
「
さ
ら
に
」
「
今
や
」
「
な
ら
ば
と
」
「
そ
の
結
果
」
、
中
三
「
文
化
と
し
て
の

科
学
技
術
」
で
は
「
わ
け
で
は
な
い
」
「
ほ
ど
だ
」
「
と
の
こ
と
だ
」
「
つ
も
り
だ
」
「
よ
う
だ
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
機
能
語
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
該
教
材
文
で
扱
う
べ
き
機
能
語
が
明
示
さ
れ
、
文
章
を
読
む
際
の
着
眼
点
が
明
確
に
な
っ

て
、
文
章
内
容
や
要
旨
、
筆
者
の
論
じ
方
の
把
握
が
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
新
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
情
報
と

情
報
の
関
係
と
の
関
連
付
け
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

（
Ⅲ
）
「
中
・
長
単
位
解
析
ツ
ー
ル
９
日
四
胃
（
試
用
版
）
」
彦
号
茎
８
国
”
冒
・
○
週
な
お
、
デ
ー
タ
化
に
際
し
て
は
、
国
語
教
育
・
文
章

表

現

ゼ

ミ

の

学

生

の

協

力

を

得

た

。

（
吃
）
解
析
の
誤
り
や
語
認
定
の
不
備
の
修
正
に
あ
た
っ
て
は
、
北
原
保
雄
編
（
二
○
一
○
）
『
明
鏡
国
語
辞
典
第
二
版
』
大
修
館
書
店

を
参
照
し
た
。
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